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Snapshot のスケジュールを設定します

ボリューム Snapshot を指定した間隔で作成するようにスケジュールを設定すること
で、ボリュームまたはボリュームグループ上のデータを保護できます。1 つのボリュー
ム Snapshot またはグループ Snapshot を自動的に実行するようにスケジュールを設定で
きます。

Snapshot スケジュールには、曜日または日にちに基づく間隔を設定できます。次の Snapshot を作成するま
での日数、時間、および分を指定することもできます。ボリュームがレプリケートされている場合は、作成さ
れた Snapshot をリモートストレージシステムに格納できます。

詳細情報

• Snapshot スケジュールを作成します

• Snapshot スケジュールを編集します

• Snapshot スケジュールを削除します

• Snapshot スケジュールをコピーします

Snapshot スケジュールの詳細

Data Protection > Schedules ページでは、 Snapshot スケジュールのリストに次の情報
を表示できます。

• ID

システムによって生成された Snapshot の ID 。

• * タイプ *

スケジュールのタイプ。現時点でサポートされているタイプは Snapshot のみです。

• * 名前 *

スケジュールの作成時に指定した名前。Snapshot スケジュール名は最大 223 文字で、使用できる文字は
a~z 、 0~9 、およびダッシュ（ - ）です。

• * 周波数 *

スケジュールを実行する頻度。頻度は時間と分、週、または月で設定できます。

• * 繰り返し *

スケジュールが 1 回だけ実行されるか、定期的に実行されるか。

• * 手動で一時停止 *

スケジュールが手動で一時停止されているかどうか。
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• * ボリューム ID *

スケジュールの実行時に使用されるボリュームの ID 。

• * 最後の実行 *

最後にスケジュールが実行された日時。

• * 前回の実行ステータス *

スケジュールの前回の実行結果。有効な値：

◦ 成功

◦ 障害

Snapshot スケジュールを作成します

ボリュームの Snapshot のスケジュールを設定して、指定した間隔で Snapshot を自動的
に作成できます。

Snapshot スケジュールには、曜日または日にちに基づく間隔を設定できます。繰り返しスケジュールを作成
して、次の Snapshot を作成するまでの日数、時間、および分を指定することもできます。

Snapshot のスケジュールを 5 分以外の間隔で設定した場合、 Snapshot は 5 分単位に繰り上げた時間で実行
されます。たとえば、12：42：00 UTCに実行するようにSnapshotのスケジュールを設定すると、12：45

：00 UTCに実行されます。Snapshot のスケジュールを 5 分未満の間隔で実行するように設定することはでき
ません。

Element 12.5以降では、シリアル作成を有効にし、UIからFIFO（First-In First-Out）ベースでスナップショッ
トを保持するよう選択できます。

• Enable Serial Creation *オプションは、一度にレプリケートするSnapshotを1つだけ指定します。以前
のSnapshotレプリケーションがまだ実行中の場合、新しいSnapshotの作成は失敗します。このチェック
ボックスをオフにすると、別のSnapshotレプリケーションがまだ実行中のときにSnapshotを作成できま
す。

• *fifo*オプションは、最新のスナップショットを一貫した数だけ保持する機能を追加します。このチェック
ボックスをオンにすると、スナップショットはFIFOベースで保持されます。FIFOスナップショットのキ
ューが最大深さに達すると、新しいFIFOスナップショットが挿入されると、最も古いFIFOスナップショ
ットは破棄されます。

手順

1. [データ保護>*スケジュール*]を選択します。

2. ［ * スケジュールの作成 * ］ を選択します。

3. 「 * Volume IDs CSV * 」フィールドに、 Snapshot 処理に含めるボリューム ID をカンマで区切って入力
します。

4. 新しいスケジュール名を入力します。

5. スケジュールタイプを選択し、表示されたオプションからスケジュールを設定します。

6. * オプション： * Recurring Schedule * を選択し、 Snapshot スケジュールを無期限に繰り返します。
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7. * オプション： * New Snapshot Name * フィールドに、新しい Snapshot の名前を入力します。

このフィールドを空白のままにすると、 Snapshot の作成日時が名前として使用されます。

8. * オプション： * ペアリング時に Snapshot をレプリケーションに含める * チェックボックスをオンにし
て、親ボリュームがペアリングされている場合に Snapshot をレプリケーションにキャプチャします。

9. *オプション：*シリアル作成を有効にする*チェックボックスをオンにして、一度に1つのスナップショッ
トのみが複製されるようにします。

10. Snapshot の保持を設定するには、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ オプション： FIFO（先入れ先出し）*チェックボックスをオンにして、最新のスナップショットの数
が一定になるようにします。

◦ 「* Forever *」を選択すると、Snapshotがシステム上に無期限に保持されます。

◦ [保持期間の設定]を選択し、日付スピンボックスを使用して、システムがスナップショットを保持する
期間を選択します。

11. ［ * スケジュールの作成 * ］ を選択します。

Snapshot スケジュールを編集します

既存の Snapshot スケジュールを変更できます。変更後、次回のスケジュール実行時に
更新された属性が使用されます。元のスケジュールで作成された Snapshot はストレー
ジシステムに保持されます。

手順

1. [ * データ保護 > スケジュール * ] をクリックします。

2. 変更するスケジュールの * Actions * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * 編集 * をクリックします。

4. 「 * Volume IDs CSV * 」フィールドで、 Snapshot 処理に現在含まれている単一のボリューム ID または
カンマで区切ったボリューム ID のリストを変更します。

5. スケジュールを一時停止または再開するには、次のオプションを選択します。

◦ アクティブなスケジュールを一時停止するには、 * Manually Pause Schedule * （スケジュールを手動
で一時停止）リストから * Yes * を選択します。

◦ 一時停止したスケジュールを再開するには、 * Manually Pause Schedule * （スケジュールを手動で一
時停止）リストから * No * を選択します。

6. 必要に応じて、 ［ * 新しいスケジュール名 * ］ フィールドにスケジュールの別の名前を入力します。

7. 別の曜日または月に実行するようにスケジュールを変更するには、「 * スケジュールタイプ * 」を選択
し、表示されるオプションからスケジュールを変更します。

8. * オプション： * Recurring Schedule * を選択し、 Snapshot スケジュールを無期限に繰り返します。

9. * オプション： * New Snapshot Name * フィールドに、新しい Snapshot の名前を入力または変更しま
す。

このフィールドを空白のままにすると、 Snapshot の作成日時が名前として使用されます。
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10. * オプション： * ペアリング時に Snapshot をレプリケーションに含める * チェックボックスをオンにし
て、親ボリュームがペアリングされている場合に Snapshot をレプリケーションにキャプチャします。

11. 保持設定を変更するには、次のオプションから選択します。

◦ 「 * Forever * 」をクリックして、 Snapshot をシステム上に無期限に保持します。

◦ [ * 保存期間の設定 * ] をクリックし、日付スピンボックスを使用して、システムがスナップショット
を保持する期間を選択します。

12. [ 変更の保存 *] をクリックします。

Snapshot スケジュールをコピーします

スケジュールをコピーして、現在の設定を維持できます。

1. [ * データ保護 > スケジュール * ] をクリックします。

2. コピーするスケジュールの [Actions] アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * コピーを作成 * をクリックします。

[ スケジュールの作成 *] ダイアログボックスが開き、スケジュールの現在の属性が表示されます。

4. * オプション： * 新しいスケジュールの名前と設定を入力します。

5. [ スケジュールの作成 *] をクリックします。

Snapshot スケジュールを削除します

Snapshot スケジュールを削除できます。スケジュールを削除すると、以降のスケジュー
ルされた Snapshot は実行されません。過去にスケジュールで作成された Snapshot はス
トレージシステム上に保持されます。

1. [ * データ保護 > スケジュール * ] をクリックします。

2. 削除するスケジュールの * Actions * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * 削除 * をクリックします。

4. 操作を確定します。
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って保護されている場合があります。
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本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
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